
写真で語る昔の

　
今
年
の
冬
は
、
電
力
の
安
定
供
給

に
最
低
限
必
要
な
供
給
予
備
力
３
㌫

以
上
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、

電
力
需
給
見
通
し
に
は
、
皆
さ
ん
に

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
節
電
分
を

見
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

※�

節
電
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

ほ
く
で
ん
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
電
力
株
式
会

社
室
蘭
支
店
（
☎
㊼
１
１
１
１
）

手
続
き
と
併
せ
て
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
７
）

　
『
110
番
』
は
、
事
件
・
事
故
が
あ

っ
た
と
き
の
緊
急
電
話
の
番
号
で
す
。

　
緊
急
を
要
さ
な
い
困
り
ご
と
な
ど

の
相
談
は
、
緊
急
時
の
対
応
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
110
番
で
は
な

く
、
警
察
相
談
専
用
電
話
や
室
蘭
警

察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
警
察
相
談
専
用
電
話

（
☎
♯
９
１
１
０
）
、
室
蘭
警
察

署
（
☎
㊻
０
１
１
０
）

業
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
、
第
２

号
・
第
３
号
被
保
険
者
に
該
当
し

な
い
方

②�

第
２
号
被
保
険
者
…
会
社
員
や
公

務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方

③�

第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

加�

入
手
続
き
　
①
の
方
は
年
金
・
長

寿
医
療
グ
ル
ー
プ
や
各
支
所
、
③

の
方
は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務

先
を
通
し
て
、
加
入
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い

※�

②
の
方
は
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入

手
続
き
に
併
せ
て
行
う
た
め
、
個

別
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

手�

続
き
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手
帳
、

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
資
格

取
得
届
、
印
鑑

※�

年
金
手
帳
と
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者
資
格
取
得
届
が
年
金
事
務

所
か
ら
届
い
て
い
る
場
合
は
、
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
方
は
『
学
生
納
付

特
例
』
や
『
納
付
猶
予
制
度
』
な

ど
の
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入

　
市
は
、
平
成
29
年
10
月
に
『
登
別

の
魅
力
あ
る
景
観
（
四
季
）
を
伝
え

る
作
品
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

数
の
作
品
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
方
に
、
登
別
の

魅
力
あ
る
自
然
景
観
を
写
真
で
伝
え
、

景
観
保
全
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
に
『
登
別
市
景
観
フ
ォ
ト
パ

ネ
ル
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

※�

写
真
が
多
数
よ
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
会
場
ご
と
に
写
真
の
入
れ
替

え
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
政
策
Ｇ

�

（
☎
�
３
２
３
０
）

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
所
の
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入

す
る
義
務
の
あ
る
制
度
で
す
。

　
老
後
の
生
活
保
障
だ
け
で
な
く
、

障
が
い
や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態

の
備
え
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
20
歳

に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
種
類
　

①�

第
１
号
被
保
険
者
…
学
生
や
自
営

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
願
い

緊
急
時
に
は
『
110
番
』

登
別
市
景
観
フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
展

20
歳
が
ス
タ
ー
ト

『
国
民
年
金
』

期間 場所

１月11日㈭13時～１月24日㈬15時 市民会館

１月25日㈭13時～２月７日㈬15時 鷲別公民館

２月８日㈭13時～２月21日㈬15時 登別温泉
ふれあいセンター

２月22日㈭13時～３月５日㈪15時 婦人センター

３月６日㈫13時～３月20日㈫15時 市役所

第６回
▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

学校給食センターで
調理開始

▲�学校給食センターの作業室（建築当初）

　
小
・
中
学
生
の
と
き
の
楽
し
み
の
一
つ
で

あ
る
学
校
給
食
。
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調

理
し
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
に
配
送
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
昭
和
42
年

１
月
23
日
の
こ
と
で
す
。

　
給
食
は
、
今
と
同
じ
く
、
輸
送
車

で
各
校
に
配
送
し
て
い
ま
し
た
が
、

雪
の
多
い
札
内
町
と
鉱
山
町
の
学
校

に
は
、
冬
期
間
、
馬
そ
り
で
運
ば
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
は
、
地
元
産
の
食
材
を
使
っ

た
登
別
市
ら
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
お
り
、
い
つ
の
時
代
も
児
童
・

生
徒
の
食
育
に
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　
わ
か
め
ご
飯
や
ソ
フ
ト
麺
な
ど
の

メ
ニ
ュ
ー
、
ア
ル
マ
イ
ト
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
食
器
の
材
質
と
い
っ

た
話
は
、
そ
の
時
代
を
懐
か
し
む
き

っ
か
け
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

－昭和42年１月23日－
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